
こ
の
日
の
秋
田
市
は
梅
雨
前
線

の
接
近
で
む
し
暑
い
曇
り
空
。
総

会
の
出
席
者
に
は
半
そ
で
姿
や
開

襟
シ
ャ
ツ
姿
も
目
立
っ
た
。
県
外

在
住
者
を
含
む
お
よ
そ
百
二
十
人

の
同
窓
が
集
ま
り
、
は
じ
め
に
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
、
物
故
会
員
に

哀
悼
の
意
を
こ
め
て
黙
祷
を
捧
げ

た
。続

い
て
豊
口
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
同
窓
会
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

﹁
平
成
六
年
に
改
正
し
た
会
則

が
実
情
に
合
わ
な
く
な
り
、
十
六

年
ぶ
り
に
今
回
見
直
し
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
今
の
時
代
は
変
革
の

時
代
な
の
で
、
同
窓
会
も
時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
を
強
化

し
て
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
各
支
部
と
の
連
携
を

強
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
知
恵
を

借
り
な
が
ら
手
を
打
っ
て
い
き
た

秋
田
高
校
同
窓
会
の
平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会
が
六
月
十
九
日
、
秋

田
市
山
王
の
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
秋
田
で
開
か
れ
、
十
六
年
ぶ
り
と

な
る
会
則
の
一
部
改
正
案
は
大
筋
で
執
行
部
案
が
了
承
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
二
十
一
年
度
収
支
決
算
は
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
通
常
総
会

は
こ
れ
ま
で
八
月
に
開
催
し
て
き
た
が
、
会
計
年
度
・
事
業
年
度
と
の
タ

イ
ム
ラ
グ
縮
小
を
求
め
る
声
を
受
け
て
今
年
度
か
ら
六
月
の
開
催
に
移
行

し
た
。

い
﹂豊

口
会
長
は
さ
ら
に
続
け
て
、

﹁
今
年
の
卒
業
生
の
進
学
状
況
に

は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
大

変
う
れ
し
く
母
校
の
誇
り
だ
と
感

じ
て
い
る
。
在
校
生
も
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
部
と
も
に
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
文
武
両
道
の
精
神
を
受
け
継

い
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
同
窓
会

と
し
て
も
こ
の
伝
統
を
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
﹂
と

述
べ
、
若
い
世
代
へ
の
期
待
感
を

に
じ
ま
せ
た
。

今
年
で
創
立
百
三
十
七
年
を
迎

え
る
母
校
の
現
状
に
つ
い
て
菊
谷

校
長
は
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材

の
育
成
・
輩
出
が
母
校
に
課
さ
れ

た
責
務
と
認
識
し
て
い
る
と
し
た

う
え
で
、
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を

喚
起
す
る
教
育
環
境
を
作
り
出
す

試
み
と
し
て
、
東
北
大
か
ら
多
数

の
卒
業
生
を
招
き
進
路
に
つ
い
て

の
懇
談
会
を
開
い
た
り
、
佐
々
木

毅
︵
元
東
大
総
長
・
Ｓ
36
年
卒
︶

杯
を
争
う
﹁
知
の
探
求
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
を
行
う
な
ど
教
職
員
が
様
々

に
工
夫
し
た
指
導
方
法
を
採
り
入

れ
て
い
る
実
情
を
明
ら
か
に
し
理

解
を
求
め
た
。

続
い
て
事
務
局
か
ら
平
成
二
十

一
年
度
の
活
動
報
告
が
、
ま
た
企

画
・
財
政
・
名
簿
・
広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
各
委
員
会
か
ら
も
二
十

一
年
度
の
委
員
会
開
催
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
議
事
に
移
り
、
ま
ず
会

則
の
改
正
案
が
討
議
に
付
さ
れ
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
文
言
の
過
不

足
を
時
代
に
沿
っ
た
視
点
か
ら
加

筆
修
正
し
、
各
序
文
ご
と
に
規
定

内
容
を
新
た
に
頭
書
で
明
示
し
た
。

ま
た
支
部
の
設
置
用
件
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
﹁
理
事
会
の

承
認
﹂
か
ら
﹁
会
長
あ
て
の
届
け

第
二
回
運
営
委
員
会︵
役
員
会
︶

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
運
営

委
員
会
は
、
九
月
二
十
七
日
㈪
午

後
六
時
か
ら
、
秋
田
市
の
シ
ャ
イ

ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
回
は
従
来
役
員
会
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
が
、
会
則
改
正
に

よ
り
今
回
か
ら
運
営
委
員
会
と
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
、
出
席
者
は
副
会
長
、
監
事
、

顧
問
、
参
与
、
常
置
お
よ
び
特
別

委
員
会
委
員
長
、
事
務
局
長
、
事

務
局
の
十
五
名
で
あ
っ
た
。

山
谷
副
会
長
、
菊
谷
一
校
長
挨

拶
に
続
き
、
報
告
事
項
に
入
っ
た
。

最
初
に
﹁
本
年
度
後
期
事
業
計

画
・
行
事
予
定
等
﹂
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
次
い

で
、﹁
会
則
・
規
程
の
改
正
︵
会

長
一
任
︶﹂
に
つ
い
て
企
画
委
員

会
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
総

会
で
提
案
さ
れ
た
会
則
改
正
に
つ

い
て
、
会
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ

出
﹂
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
届

け
出
支
部
名
に
つ
い
て
も
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
﹁
顧
問
・
参
与
に
関
す
る

規
程
﹂
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
常
置

委
員
会
規
程
な
ど
も
大
幅
に
見
直

さ
れ
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

次
に
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
の
決

算
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
平
成

二
十
二
年
度
事
業
計
画
と
一
般
会

計
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

閉
会
に
引
き
続
い
て
、
秋
山
正

子
さ
ん
︵
Ｓ
44
年
卒
︶
が
﹁
在
宅

ケ
ア
の
不
思
議
な
力
﹂
と
題
し
て

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
と
訪
問
看
護
の
実

態
に
つ
い
て
講
演
し
、
出
席
者
の

共
感
を
集
め
た
。

会
長
一
任
と
な
っ
て
検
討
さ
れ
て

い
た
事
項
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
追
認
さ
れ

た
。
次
に
、
各
常
置
委
員
会
報
告

が
あ
り
、
さ
ら
に
今
回
は
特
別
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
か

ら
の
報
告
も
な
さ
れ
た
。
報
告
事

項
の
最
後
は
平
成
二
十
二
年
度
一

般
会
計
中
間
報
告
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
財
務
処
理
規
程
、
事

務
局
人
事
規
程
、
慶
弔
規
程
、
議

事
録
等
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、

活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
最

後
に
副
会
長
か
ら
﹁
会
則
は
改
正

さ
れ
た
が
、
委
員
会
に
つ
い
て
は

ま
だ
不
十
分
だ
。
今
後
十
分
に
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
要
望

が
出
さ
れ
、
会
は
閉
じ
ら
れ
た
。
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須　田　良　三
（昭和40年卒）

会
則
改
正
、
大
筋
で
承
認

初
の
６
月
開
催
に
120
人

22
年
度

通
常
総
会

会
則
改
正
の

検
討
結
果
追
記


